Spectroscopic Study of Magnetic Semiconductors : Europium Chalcogenides by アキモト, リョウイチ & 秋本, 良一
Osaka University














第 1 143 6 号


































しか観測されないと考えられていた， LO (Q--O) のラマン散乱線が反強磁性相や常磁性相でも，入射光のエネルギー
を選ぶことにより共鳴的に散乱強度が増大し，観測可能であることを示した。この共鳴ラマン散乱のしきい値より，

























態による共鳴ラマン散乱の結果から 6s状態は 5d状態より O.5eV上にある。②4f-5d励起子吸収の電子格子結合定数
がはじめて決定され，アルハライドと同じ程度に強結合系である。また，発光は励起子固有発光である。③磁気相転移
に伴うスペクトルの変化は，励起子波動関数の広がりが磁気ポーラロン効果により変化することに起因する。④高い伝
導度をもっ n型EuTeが磁気相転移に伴って金属非金属転移を起こす機構は，電子密度の変化によるものではなく散乱
時間の変化による。
以上の研究成果は学術的に極めて評価の高いものであり博士(理学)の学位論文として価値有るものと認める。
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